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一
　
は
じ
め
に

『
法
華
経
』
は
周
知
の
ご
と
く
、
イ
ン
ド
成
立
の
初
期
大
乗

経
典
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
の
正
確
な
年
代
は

よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
紀
元
前
一
世
紀

頃
か
ら
紀
元
後
二
世
紀
頃
ま
で
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に

は
、『
法
華
経
』
全
体
の
完
訳
と
し
て
は
、
西
晋
の
竺
法
護
（
生

年
お
よ
そ
二
三
〇
年
代
で
、
七
十
八
歳
死
去
）
訳
の
『
正
法
華
経
』

十
巻
（
二
八
六
年
訳
）、
姚
秦
の
鳩
摩
羅
什
（
三
五
〇
―
四
〇
九
）
訳

の
『
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
、
あ
る
い
は
八
巻
（
四
〇
六
年
訳
）、
隋

の
闍
那
崛
多
（
五
二
三
―
六
〇
五
）
と
達
摩
笈
多
（
？
―
六
一
九
）

の
共
訳
の
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
（
六
〇
一
年
訳
）
の
三
種

が
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
の
訳
が
東
ア
ジ
ア
仏
教
圏
で
は
最
も
流
行

し
、
多
く
の
注
釈
書
も
す
べ
て
彼
の
訳
本
を
対
象
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
本
に
は
も
と
も
と
提
婆
達
多

品
が
欠
け
て
い
た
が
、
後
に
別
人
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
、
智
�

（
五
三
八
―
五
九
八
）、
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
の
時
代
に
は
鳩

摩
羅
什
本
に
す
で
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。
（
１
）

本
稿
で
は
、
提
婆
達

多
品
を
編
入
し
て
二
十
八
品
と
な
っ
た
『
法
華
経
』
を
用
い
る
。

本
稿
で
は
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
道
と
現
実
世
界
の
重

『
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華
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視
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
内
心
の
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
ち

切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
廻
の
世
界
か
ら
解
脱
し
て
、
涅
槃
の

世
界
に
入
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
派
仏
教
に
お
い
て
は
、
輪

廻
（
生
死
）
と
解
脱
（
涅
槃
）
を
二
元
的
に
対
立
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
極
端
な
場
合
に
は
、「
灰
身
滅
智
」
が
究
極
の
目
的

と
な
る
。
こ
れ
は
、
声
聞
が
三
界
の
煩
悩
を
断
じ
た
後
に
、
火

光
三
昧
に
入
り
、
身
を
焼
き
心
を
滅
し
て
空
寂
無
為
の
涅
槃
に

帰
入
す
る
こ
と
で
、
あ
ま
り
現
実
性
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、

理
念
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

理
念
だ
け
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
目
標
が
立
て
ら
れ
る
こ

と
に
は
、
三
界
輪
廻
を
超
え
た
い
と
い
う
願
望
が
い
か
に
強
か

っ
た
か
を
物
語
る
も
の
だ
と
思
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
仏
教

が
し
ば
し
ば
厭
世
主
義
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
や
む

を
え
な
い
。

し
か
し
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
龍
樹
の
『
中

論
』
観
縛
解
品
の
偈
、「
生
死
を
離
れ
て
別
に
涅
槃
が
あ
る
の
で

は
な
い
。
実
相
の
意
義
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ど
う

し
て
（
生
死
と
涅
槃
と
の
）
区
別
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。（
不
離
於
生

死
　
而
別
有
涅
槃
　
実
相
義
如
是
　
云
何
有
分
別
）」（T

no.
1564 ,

30 .

21 b15 -16

）
の
青
目
注
に
「
諸
法
実
相
の
第
一
義
の
な
か
に
は
、

生
死
を
離
れ
て
別
に
涅
槃
が
あ
る
と
は
説
か
な
い
。
経
に
、『
涅

槃
は
生
死
に
ほ
か
な
ら
ず
、
生
死
は
涅
槃
に
ほ
か
な
ら
な
い
』

と
説
く
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
法
実
相
の
な
か
で
、
ど

う
し
て
（
区
別
し
て
）
生
死
で
あ
る
と
か
、
涅
槃
で
あ
る
と
か
言

う
だ
ろ
う
か
。（
諸
法
実
相
第
一
義
中
、
不
説
離
生
死
別
有
涅
槃
。
如

経
説
、
涅
槃
即
生
死
、
生
死
即
涅
槃
。
如
是
諸
法
実
相
中
、
云
何
言
是

生
死
是
涅
槃
。）」（T

no.1564 ,30 .21 b17 -19

）
と
あ
り
、
ま
た
観
涅

槃
品
の
偈
に
は
、「
涅
槃
と
世
間
と
に
は
少
し
の
区
別
も
な
く
、

世
間
と
涅
槃
と
に
も
少
し
の
区
別
も
な
い
。（
涅
槃
与
世
間
　
無

有
少
分
別
　
世
間
与
涅
槃
　
亦
無
少
分
別
）」（T

no.
1564 ,

30 .

36 a4 -5

）、「
涅
槃
の
究
極
と
世
間
の
究
極
と
こ
の
二
つ
の
究
極
に

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
差
別
も
な
い
。（
涅
槃
之
実
際
　
及
与
世
間

際
　
如
是
二
際
者
　
無
毫
釐
差
別
）」（T

no.
1564 ,

30 .
36 a10 -11

）
と

あ
る
よ
う
に
、
輪
廻
（
生
死
）
と
解
脱
（
涅
槃
）
を
対
立
す
る
も

の
と
見
な
い
で
、
相
即
す
る
も
の
と
捉
え
る
新
し
い
考
え
方
を

提
示
し
た
。
我
々
が
生
死
輪
廻
す
る
世
界
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
の
現
実
の
世
界
で
あ
る
。
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は

娑
婆
世
界
（S

ah å-loka
）
と
呼
ば
れ
、
堪
忍
世
界
と
訳
さ
れ
る
よ
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う
に
、
苦
し
み
が
多
く
、
堪
え
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界

と
さ
れ
る
。
こ
の
現
実
の
世
界
を
た
ん
に
厭
離
す
べ
き
世
界
と

し
て
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
積
極
的
な
価
値
を
持
つ
世
界
と
し

て
捉
え
な
お
す
こ
と
は
、
仏
教
史
に
お
け
る
画
期
的
な
変
化
で

あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、『
法

華
経
』
に
お
け
る
現
実
世
界
の
重
視
の
思
想
を
、『
法
華
経
』
の

提
示
す
る
菩
薩
道
の
あ
り
方
を
通
じ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

『
法
華
経
』
全
体
の
構
成
を
み
る
と
、
序
品
第
一
は
、『
法
華

経
』
全
体
の
序
で
あ
る
。
方
便
品
第
二
か
ら
授
学
無
学
人
記
品

第
九
ま
で
の
部
分
が
、
一
仏
乗
の
思
想
の
表
明
と
そ
れ
に
基
づ

く
声
聞
（
な
か
ん
ず
く
阿
羅
漢
）
に
対
す
る
授
記
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
法
師
品
第
十
か
ら
嘱
累
品
第
二
十
二
ま
で
の
部
分
が

久
遠
の
釈
尊
と
釈
尊
滅
後
に
『
法
華
経
』
を
担
う
地
涌
の
菩
薩

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
薬
王
菩
薩
本
事
品
か
ら
普
賢
菩
薩
勧

発
品
ま
で
の
部
分
は
嘱
累
品
ま
で
の
先
行
部
分
に
対
し
て
は
、

付
録
的
な
内
容
で
あ
り
、
内
容
も
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
菩
薩
（
薬
王
菩
薩
、
妙
音
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、

普
賢
菩
薩
）
と
『
法
華
経
』
の
密
接
な
関
係
を
示
し
、『
法
華
経
』

の
信
仰
者
を
守
護
す
る
陀
羅
尼
を
説
き
、
外
道
に
泥
ん
だ
父
王

が
二
人
の
息
子
に
よ
っ
て
仏
法
に
帰
依
す
る
物
語
を
説
い
て
い

る
。『

法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
道
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、

法
師
品
第
十
か
ら
嘱
累
品
第
二
十
二
ま
で
の
部
分
が
重
要
と
な

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
田
村
芳
朗
氏
は
、「
法
華
経
は
、
付
嘱

に
関
連
し
た
菩
薩
行
が
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
視
点

に
立
つ
と
き
、
法
華
経
は
、
授
学
無
学
人
記
品
第
九
と
法
師
品

第
十
と
の
あ
い
だ
で
一
線
を
画
し
、
法
師
品
か
ら
神
力
品
・
嘱

累
品
ま
で
が
一
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
成
立
と
し
て
は
、
そ
れ

以
前
の
章
よ
り
遅
い
け
れ
ど
も
、
思
想
と
し
て
は
、
こ
こ
に
法

華
経
の
中
心
部
門
が
あ
る
と
い
え
よ
う
」
（
２
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
、
法
師
品
に
お
け
る
願
生

の
菩
薩
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
仏
滅
後
の
『
法
華
経
』

の
担
い
手
、
つ
ま
り
従
地
涌
出
品
に
出
る
地
涌
の
菩
薩
の
性
格

を
先
取
り
し
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
次
に
、

願
生
の
菩
薩
が
願
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
娑
婆
世
界
は
、『
法
華
経
』

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
娑

婆
世
界
は
、
と
く
に
釈
尊
滅
後
、
宗
教
的
に
劣
悪
な
衆
生
が
住

む
穢
土
悪
世
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
最



後
に
、
穢
土
悪
世
と
規
定
さ
れ
る
娑
婆
世
界
が
、
如
来
寿
量
品

に
お
い
て
は
、
久
遠
の
釈
尊
が
常
住
す
る
浄
土
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
が
、
地
涌
の
菩
薩
の
実
践
と
の
関
連
で
、
そ
の
思
想
的

意
味
を
考
察
す
る
。

二
　
法
師
品
に
お
け
る
願
生
の
菩
薩

法
師
品
の
冒
頭
に
お
い
て
、
釈
尊
は
薬
王
菩
薩
を
は
じ
め
と

す
る
八
万
の
菩
薩
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
、『
法

華
経
』
を
信
仰
す
る
も
の
の
本
地
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
冒

頭
の
経
文
を
仮
に
八
段
に
区
切
っ
て
引
用
し
、
そ
の
内
容
を
考

察
す
る
。

（
１
）
そ
の
と
き
、
世
尊
は
薬
王
菩
薩
を
機
縁
と
し
て
、
八
万
の

菩
薩
に
告
げ
た
、「
薬
王
よ
。
あ
な
た
は
こ
れ
ら
の
大
勢
の
人
々

の
な
か
に
計
量
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
多
く
の
神
々
・
龍
王
・

夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
�
羅
伽
な

ど
の
人
間
と
人
間
で
な
い
も
の
、
及
び
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆

塞
・
優
婆
夷
、
声
聞
を
求
め
る
者
・
辟
支
仏
を
求
め
る
者
・
仏

道
を
求
め
る
者
を
見
る
か
。
こ
の
よ
う
な
も
の
た
ち
が
み
な
仏

の
前
で
、『
法
華
経
』
の
一
偈
、
一
句
を
聞
き
、
一
瞬
で
も
心
に

歓
喜
す
れ
ば
、
私
は
す
べ
て
（
彼
ら
の
）
た
め
に
、
最
高
の
正
し

い
悟
り
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
授
記
す
る
」
と
。

爾
時
世
尊
因
薬
王
菩
薩
、
告
八
万
大
士
、
薬
王
。
汝
見
是
大
衆

中
無
量
諸
天
・
龍
王
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・

緊
那
羅
・
摩
�
羅
伽
、
人
与
非
人
、
及
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆

塞
・
優
婆
夷
・
求
声
聞
者
・
求
辟
支
仏
者
・
求
仏
道
者
。
如
是

等
類
咸
於
仏
前
、
聞
妙
法
華
経
一
偈
一
句
、
乃
至
一
念
随
喜
者
、

我
皆
与
授
記
。
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。（T

no.
262 ,

9 .

30 b29 -c7

）

（
２
）
仏
が
薬
王
に
告
げ
た
、「
さ
ら
に
ま
た
、
如
来
が
涅
槃
に

入
っ
た
後
に
、
も
し
人
が
『
法
華
経
』
を
聞
き
、
ひ
い
て
は
一

偈
、
一
句
を
聞
い
た
だ
け
で
、
一
瞬
で
も
心
に
歓
喜
す
れ
ば
、

私
は
ま
た
最
高
の
正
し
い
悟
り
の
予
言
を
与
え
よ
う
」
と
。

仏
告
薬
王
、
又
如
来
滅
度
之
後
、
若
有
人
聞
妙
法
華
経
、
乃
至

一
偈
一
句
、
一
念
随
喜
者
、
我
亦
与
授
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

記
。（30 c7 -9

）

（
１
）、（
２
）
は
仏
の
在
世
の
と
き
と
涅
槃
に
入
っ
た
後
と

い
う
相
違
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
法
華
経
』
を
聞
い
て
歓
喜

す
る
も
の
は
未
来
に
成
仏
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
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る
。
次
の
（
３
）
か
ら
（
５
）
に
、
願
生
の
菩
薩
の
思
想
が
見

ら
れ
る
。

（
３
）
も
し
『
法
華
経
』
を
、
ひ
い
て
は
一
偈
で
さ
え
も
受
持
・

読
・
誦
・
解
説
・
書
写
し
、
こ
の
経
巻
を
仏
の
よ
う
に
尊
敬
し

て
見
、
華
・
香
・
首
飾
り
・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・
絹
が
さ
・

旗
ほ
こ
・
衣
服
・
音
楽
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
供
養
し
、
合

掌
し
尊
敬
す
る
も
の
は
、
薬
王
よ
。
こ
れ
ら
の
人
は
十
万
億
（
一

説
に
は
百
億
）
の
仏
た
ち
を
供
養
し
、
仏
た
ち
の
も
と
で
大
願
を

実
現
し
た
こ
と
が
あ
り
、
衆
生
を
憐
れ
む
か
ら
こ
の
人
間
世
界

に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

若
復
有
人
受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写
妙
法
華
経
、
乃
至
一

偈
、
於
此
経
巻
敬
視
如
仏
、
種
種
供
養
華
・
香
・
瓔
珞
・
末

香
・
塗
香
・
焼
香
・
繪
蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
伎
楽
、
乃
至
合
掌

恭
敬
、
薬
王
。
当
知
諸
人
等
已
曾
供
養
十
万
億
仏
、
於
諸
仏
所

成
就
大
願
、
愍
衆
生
故
、
生
此
人
間
。（30 c9 -15

）

（
４
）
薬
王
よ
。
も
し
人
が
『
ど
の
よ
う
な
衆
生
が
未
来
世
に
成

仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
』
と
質
問
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

の
人
が
未
来
世
に
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
す
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
若
し
善
男
子
・
善
女
人
が
『
法
華
経
』、

ひ
い
て
は
一
句
で
さ
え
も
受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写
し
、

経
巻
に
対
し
て
、
華
・
香
・
首
飾
り
・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・

絹
が
さ
・
旗
ほ
こ
・
衣
服
・
音
楽
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
供

養
し
、
合
掌
し
尊
敬
す
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
間
で
尊
敬
さ

れ
、
如
来
に
対
す
る
供
養
と
同
じ
よ
う
に
供
養
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
大
菩
薩
で
あ
っ
て
、
最
高
の
正
し
い
悟

り
を
完
成
し
て
い
る
が
、
衆
生
を
憐
れ
む
か
ら
こ
の
世
間
に
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、『
法
華
経
』
を
敷
衍
し
事
分
け
し
て
説

き
明
か
す
の
で
あ
る
。

薬
王
。
若
有
人
問
、
何
等
衆
生
於
未
来
世
当
得
作
仏
、
応
示
是

諸
人
等
、
於
未
来
世
必
得
作
仏
。
何
以
故
。
若
善
男
子
・
善
女

人
於
法
華
経
、
乃
至
一
句
、
受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写
、

種
種
供
養
経
巻
華
・
香
・
瓔
珞
・
末
香
・
塗
香
・
焼
香
・
繪

蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
伎
楽
、
合
掌
恭
敬
、
是
人
一
切
世
間
所
応

瞻
奉
、
応
以
如
来
供
養
而
供
養
之
。
当
知
此
人
是
大
菩
薩
、
成

就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
哀
愍
衆
生
、
願
生
此
間
、
広
演
分

別
妙
法
華
経
。（30 c15 -23

）

（
５
）（『
法
華
経
』
の
一
句
で
も
そ
う
な
の
で
あ
る
か
ら
、）
ま

し
て
（『
法
華
経
』）
全
体
を
受
持
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
供
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養
す
る
も
の
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
薬
王
よ
。
こ
れ
ら
の
人
は

自
分
で
清
浄
な
業
の
果
報
を
捨
て
て
、
私
が
涅
槃
に
入
っ
た
後

に
、
衆
生
を
憐
れ
む
か
ら
悪
世
に
生
ま
れ
て
、
こ
の
経
を
敷
衍

し
て
説
く
で
あ
ろ
う
。

何
況
尽
能
受
持
、
種
種
供
養
者
。
薬
王
。
当
知
是
人
自
捨
清
浄

業
報
、
於
我
滅
度
後
、
愍
衆
生
故
、
生
於
悪
世
、
広
演
此
経
。

（30 c23 -26

）

（
３
）
は
『
法
華
経
』
を
受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写
す

る
な
ど
、
真
剣
に
修
行
す
る
も
の
は
、
過
去
世
に
お
い
て
多
く

の
仏
た
ち
を
供
養
し
、
成
仏
の
大
願
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

本
当
は
そ
の
す
ば
ら
し
い
果
報
を
満
喫
享
受
し
て
い
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
が
、
衆
生
を
憐
れ
む
大
慈
悲
心
に
よ
っ
て
こ
の
悪
世

に
生
ま
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
（
４
）
に
お
い
て
も
、

最
高
の
正
し
い
悟
り
を
完
成
し
た
大
菩
薩
と
さ
れ
、
如
来
に
対

す
る
供
養
と
同
じ
よ
う
に
供
養
さ
れ
る
尊
い
存
在
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
５
）
に
お
い
て
も
、
清
浄
な

業
の
果
報
を
捨
て
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
４
）
に
端
的
に

「
願
生
此
間
」
と
説
か
れ
、（
５
）
に
「
自
捨
清
浄
業
報
」
と
説

か
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
業
生
で
は
な
く
、
願
生
の
菩
薩
が

説
か
れ
て
い
る
。
願
生
の
菩
薩
は
、
す
で
に
部
派
仏
教
時
代
の

大
衆
部
の
思
想
の
な
か
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
玄
奘
訳

『
異
部
宗
輪
論
』
に
は
、
釈
迦
菩
薩
（
菩
薩
一
般
で
は
な
い
）
に
つ

い
て
、「（
釈
迦
）
菩
薩
は
衆
生
に
利
益
を
与
え
よ
う
と
す
る
た
め

に
、
悪
道
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
え
ば
、
自
由
に
（
悪
道
に
）
行

く
こ
と
が
で
き
る
。（
菩
薩
為
欲
饒
益
有
情
、
願
生
悪
趣
、
随
意
能
往
。）』

（T
no.2031 ,49 .15 c10 -11

）
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
３
）

仏
教
の
初
期
の
業
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
輪
廻
の
世
界
に

転
生
す
る
こ
と
は
端
的
に
迷
い
の
生
存
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、

そ
の
輪
廻
を
も
た
ら
す
原
因
は
、
煩
悩
に
汚
さ
れ
た
悪
業
そ
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
本
分
と
す

る
菩
薩
が
た
ん
に
過
去
の
悪
業
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
輪
廻
転
生

し
て
く
る
と
す
る
こ
と
は
、
一
部
の
仏
教
徒
の
心
情
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
菩

薩
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
原
因
と
し
て
、
衆
生
を
救
済
し
よ
う

と
す
る
誓
願
（praˆ

idå na

）
の
力
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

大
衆
部
の
願
生
の
菩
薩
の
思
想
を
拡
大
発
展
さ
せ
た
も
の
が
大

乗
仏
教
の
菩
薩
思
想
で
あ
り
、
法
師
品
に
見
ら
れ
る
思
想
も
そ

の
典
型
的
な
例
の
一
つ
と
見
な
し
う
る
。



『
法
華
経
』
の
信
仰
者
の
特
色
と
し
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
実

践
的
、
行
動
的
な
面
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
の
一
つ
に

（
３
）
か
ら
（
５
）
に
説
か
れ
る
よ
う
な
思
想
が
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
法
華
経
』
を
信
仰
す
る
者
は
、
過
去

世
に
お
い
て
す
で
に
最
高
の
正
し
い
悟
り
を
完
成
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
衆
生
へ
の
大
慈
悲
心
か
ら
、
あ
え
て
そ
の
清
浄
な
業

の
果
報
を
捨
て
て
こ
の
悪
世
に
生
ま
れ
て
、『
法
華
経
』
を
説
き

広
め
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
法
華
経
』
を
信
仰
す
る
自
己
が

現
在
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
な
い
境
遇
に
置
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

は
自
己
が
大
慈
悲
心
の
故
に
、
あ
え
て
恵
ま
れ
た
果
報
を
捨
て

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
解
釈
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
考
え
は
、
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
独
善
的
な
自
惚
れ
と
し

か
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
苦
悩
に
呻
吟
す
る
者

に
と
っ
て
は
、
世
界
観
の
転
換
を
も
た
ら
す
曙
光
と
な
り
う
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
が
選
ん
で
生
ま
れ
て
き
た
と
い
っ

て
も
、
恵
ま
れ
な
い
現
在
の
境
遇
に
安
住
す
る
だ
け
で
あ
る
な

ら
ば
、
運
命
に
支
配
さ
れ
た
諦
念
の
人
生
観
に
す
ぎ
な
い
。
た

し
か
に
業
生
と
願
生
の
二
つ
は
二
重
基
準
（double

standard

）
と

い
う
べ
き
も
の
で
、
混
乱
を
も
た
ら
す
面
も
な
く
は
な
い
が
、

自
己
の
業
の
自
覚
か
ら
、
さ
ら
に
自
覚
を
深
め
て
、
自
己
の
本

願
（
過
去
世
の
誓
願
、pūrva-praˆ

idå na

）
を
想
起
・
発
見
し
、
自

己
の
境
遇
の
変
革
、
他
者
の
救
済
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
は
、
人
生
観
の
根
本
的
な
転
換
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
。
（
４
）

宿
業
に
翻
弄
さ
れ
る
凡
夫
の
境
涯
か
ら
の
超
越
を
願
う
と

き
、
第
一
に
現
在
の
境
遇
の
責
任
を
他
者
に
転
嫁
す
る
の
で
は

な
く
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
引
き
受
け
る
こ
と
が
、「
宿
業
の

自
覚
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

自
己
の
変
革
を
目
指
し
て
仏
道
修
行
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
、

「
本
願
の
自
覚
」
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お

さ
ず
菩
薩
と
し
て
の
自
己
認
識
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
宿
業
の
自
覚
」
か
ら
「
本
願
の
自
覚
」
に
転

換
す
る
こ
と
が
大
乗
仏
教
の
特
色
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
を
「
誓

願
の
宗
教
」
と
呼
び
た
い
。
こ
の
立
場
を
さ
ら
に
説
明
す
る
と
、

自
力
に
よ
っ
て
自
己
の
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
も
な
く
、
他
力

に
よ
っ
て
絶
対
的
救
済
者
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
の
で

も
な
く
、
自
己
の
本
地
、
す
な
わ
ち
、
自
己
は
過
去
世
に
お
い

て
す
で
に
悟
り
を
開
い
た
大
菩
薩
で
あ
り
、
自
ら
選
ん
で
こ
の

悪
世
に
生
ま
れ
、
衆
生
の
た
め
に
『
法
華
経
』
を
説
く
べ
き
存
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在
で
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
て
、
こ
の
世
に
お
け
る
使
命
を

実
践
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
宗
教
的
に

き
わ
め
て
興
味
深
い
哲
学
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た

し
か
に
大
乗
仏
教
に
は
、
阿
弥
陀
信
仰
や
観
音
信
仰
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、
仏
・
菩
薩
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
い
と
祈
る
信
仰

が
あ
る
。
人
間
の
力
を
越
え
た
大
い
な
る
も
の
へ
の
祈
り
は
人

間
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
私
も
思
う
。
し
か

し
、
私
は
大
乗
経
典
の
根
本
思
想
は
救
わ
れ
る
者
か
ら
救
う
者

へ
の
転
換
を
自
覚
し
実
践
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
が
「
誓
願
の
宗
教
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
大
乗
経
典
は

大
勢
の
衆
生
を
救
済
し
た
い
と
い
う
願
い
を
基
盤
と
し
て
成
立

し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
は
救
わ
れ
る
べ
き
大
勢
の
衆
生
の
存

在
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
救
わ

れ
る
者
の
存
在
の
背
後
に
は
、
救
う
者
が
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
経
典
に
は
救
済
者
と
し
て
多
く
の
仏
・
菩
薩
が
登
場
す
る

が
、
そ
れ
ら
仏
・
菩
薩
の
存
在
の
か
げ
に
、
救
う
者
と
し
て
の

自
覚
に
立
っ
た
無
名
の
菩
薩
た
ち
が
確
か
に
存
在
し
た
は
ず
で

あ
る
。「
だ
れ
で
も
が
菩
薩
」
と
い
う
大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、

一
人
一
人
が
大
い
な
る
力
に
支
え
ら
れ
て
救
う
者
へ
と
自
己
転

換
を
図
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
こ
の
世
の
使
命
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次

の
（
６
）
に
説
か
れ
る
。

（
６
）
も
し
善
男
子
・
善
女
人
が
、
私
が
涅
槃
に
入
っ
た
後
に
、

密
か
に
一
人
の
た
め
に
『
法
華
経
』、
ひ
い
て
は
一
句
で
さ
え
も

説
く
も
の
は
、
こ
の
人
は
如
来
の
使
者
と
し
て
如
来
に
派
遣
さ

れ
、
如
来
の
仕
事
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
し
て
大
勢
の
人
々
の
な
か
で
広
く
『
法
華
経
』
を
説
く

も
の
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

若
是
善
男
子
・
善
女
人
、
我
滅
度
後
、
能
竊
為
一
人
説
法
華
経
、

乃
至
一
句
、
当
知
是
人
、
則
如
来
使
、
如
来
所
遣
、
行
如
来
事
。

何
況
於
大
衆
中
広
為
人
説
。（30 c26 -29

）

こ
こ
で
は
、
仏
が
涅
槃
に
入
っ
た
後
に
、『
法
華
経
』
を
説
く

も
の
は
、
如
来
の
使
者
と
し
て
如
来
に
派
遣
さ
れ
、
如
来
の
仕

事
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
命

の
人
は
、
高
尚
尊
厳
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
一
言
で

も
悪
口
を
言
う
も
の
は
、
仏
に
対
し
て
一
劫
と
い
う
途
方
も
な

い
長
時
間
悪
口
を
言
う
罪
よ
り
重
い
の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
最

大
限
に
尊
敬
し
供
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
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こ
と
は
次
の
（
７)

、（
８
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
薬
王
よ
。
も
し
悪
人
が
悪
心
を
抱
い
て
仏
の
前
で
一
劫
の

間
、
常
に
仏
を
の
の
し
っ
て
も
、
そ
の
罪
は
ま
だ
軽
い
。
も
し

人
が
『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
在
家
・
出
家
の
も
の
に
対
し
て

一
言
悪
口
を
言
え
ば
、
そ
の
罪
は
と
て
も
重
い
。

薬
王
。
若
有
悪
人
以
不
善
心
、
於
一
劫
中
現
於
仏
前
、
常
毀
罵

仏
、
其
罪
尚
軽
。
若
人
以
一
悪
言
、
毀
呰
在
家
・
出
家
読
誦
法

華
経
者
、
其
罪
甚
重
。（30 c29 -31 a3

）

（
８
）
薬
王
よ
。『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
も
の
が
い
れ
ば
、
こ

の
人
は
仏
の
荘
厳
に
よ
っ
て
自
ら
を
荘
厳
す
る
の
で
、
如
来
の

肩
に
担
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
の
行
く
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
で
も
、
そ
の
人
に
敬
礼
し
、
ひ
た
す
ら
合
掌
・
尊
敬
・
供

養
・
尊
重
・
讃
歎
し
、
華
・
香
・
首
飾
り
・
抹
香
・
塗
香
・
焼

香
・
絹
が
さ
・
旗
ほ
こ
・
衣
服
・
ご
馳
走
を
供
養
し
、
音
楽
を

演
奏
し
、
人
間
界
の
最
高
の
供
養
に
よ
っ
て
供
養
す
べ
き
で
あ

る
。
天
の
宝
を
そ
の
上
に
散
ら
せ
、
天
の
宝
の
集
ま
り
を
献
上

す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
人
が
歓
喜
し
て
法
を
説

く
と
き
、
一
瞬
で
も
聞
く
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
最
高
の
正
し
い
悟

り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

薬
王
。
其
有
読
誦
法
華
経
者
、
当
知
是
人
、
以
仏
荘
厳
而
自
荘

厳
、
則
為
如
来
肩
所
荷
擔
。
其
所
至
方
、
応
随
向
礼
、
一
心
合

掌
、
恭
敬
・
供
養
・
尊
重
・
讃
歎
、
華
・
香
・
瓔
珞
・
末
香
・

塗
香
・
燒
香
・
繪
蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
�
饌
、
作
諸
伎
楽
、
人

中
上
供
而
供
養
之
。
応
持
天
宝
、
而
以
散
之
、
天
上
宝
聚
、
応

以
奉
献
。
所
以
者
何
、
是
人
歓
喜
説
法
、
須
臾
聞
之
、
即
得
究

竟
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故
。（31 a3 -11

）

『
法
華
経
』
説
法
と
い
う
使
命
を
果
た
す
人
が
高
尚
尊
厳
な

存
在
で
あ
る
理
由
と
し
て
、（
８
）
の
最
後
に
は
、
こ
の
偉
大
な

人
が
『
法
華
経
』
を
説
く
の
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
衆
生
が
最
高
の
正
し
い
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
法
華
経
』
は
、
釈
尊
臨
終
直
前
の
説
法
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
法
師
品
の
冒
頭
に
言
及
さ
れ
る

『
法
華
経
』
の
担
い
手
は
、
実
際
に
は
、
釈
尊
滅
後
の
『
法
華
経
』

の
担
い
手
と
言
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に

説
明
さ
れ
る
菩
薩
は
、
後
の
従
地
涌
出
品
に
出
現
す
る
地
涌
の

菩
薩
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
涌
の
菩
薩
は
、

願
っ
て
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
現
す
る
大
菩
薩
で
あ
る
。
地
涌
の
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菩
薩
は
、『
法
華
経
』
の
物
語
の
展
開
に
お
い
て
は
、
釈
尊
の
眼

前
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、『
法
華
経
』
の
趣
旨
を
汲
め
ば
、

釈
尊
滅
後
に
こ
の
娑
婆
世
界
に
願
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
『
法
華

経
』
の
担
い
手
を
指
す
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
５
）

三
　
『
法
華
経
』
に
お
け
る
穢
土
と
し
て
の
娑
婆

世
界

で
は
、
法
師
品
に
お
け
る
願
生
の
菩
薩
＝
地
涌
の
菩
薩
が
願

っ
て
生
ま
れ
て
く
る
娑
婆
世
界
と
は
、『
法
華
経
』
の
な
か
で
は
、

い
か
な
る
世
界
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
法
華

経
』
方
便
品
に
は
、
諸
仏
は
五
濁
悪
世
に
出
現
し
、
機
根
の
劣

悪
な
衆
生
に
対
し
て
、
一
仏
乗
を
そ
の
ま
ま
説
く
こ
と
を
せ
ず
、

方
便
力
に
よ
っ
て
衆
生
の
宗
教
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
合
わ
せ
て
三
乗

を
説
く
こ
と
を
明
か
す
。
（
６
）

五
濁
と
は
、
劫
濁
（
戦
争
・
疫
病
・
飢

饉
な
ど
が
多
い
と
い
う
時
代
の
濁
り
）
・
煩
悩
濁
（
煩
悩
が
多
い
と
い

う
濁
り
）
・
衆
生
濁
（
衆
生
の
身
心
が
弱
り
、
苦
し
み
が
多
い
と
い
う

濁
り
）
・
見
濁
（
誤
っ
た
思
想
が
は
び
こ
る
と
い
う
濁
り
）
・
命
濁

（
衆
生
の
寿
命
が
短
く
な
る
と
い
う
濁
り
）
の
五
種
の
濁
り
で
、
悪
世

の
特
徴
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
釈
尊
の
娑
婆
世
界
に
あ
て
は

め
れ
ば
、
娑
婆
世
界
も
五
濁
悪
世
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
、
釈
尊
滅
後
と
悪
世
を
結
び
つ
け

る
記
述
は
多
い
（
７
）
の
で
、
釈
尊
滅
後
の
娑
婆
世
界
は
と
く
に
穢
土

悪
世
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
譬
喩
品
に
は
、

衆
生
の
輪
廻
す
る
娑
婆
世
界
を
火
宅
に
た
と
え
、
そ
の
恐
ろ
し

い
あ
り
さ
ま
を
徹
底
的
に
描
い
て
い
る
。
（
８
）

こ
れ
も
娑
婆
世
界
の

穢
土
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

（
９
）

ま
た
、
見
宝
塔
品
に
お
い
て
、
多
宝
塔
の
扉
を
開
け
る
た
め

に
、
釈
尊
は
自
身
の
分
身
仏
を
十
方
世
界
か
ら
娑
婆
世
界
に
集

合
さ
せ
る
。
釈
尊
は
、
分
身
仏
の
住
む
世
界
が
浄
土
で
あ
る
さ

ま
を
描
写
し
た
後
、
娑
婆
世
界
を
浄
土
に
変
え
、
分
身
仏
を
娑

婆
世
界
に
迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
娑
婆
世
界
が
も
と

も
と
穢
土
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
10
）

願
生
の
菩
薩
＝
地
涌
の
菩
薩
が
願
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
、
釈

尊
滅
後
の
娑
婆
世
界
と
は
、
こ
の
よ
う
に
穢
土
悪
世
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
明
瞭
に
示
す
興

味
深
い
物
語
が
勧
持
品
に
説
か
れ
て
い
る
。
願
生
の
菩
薩
＝
地

涌
の
菩
薩
が
最
終
的
に
、
釈
尊
滅
後
の
『
法
華
経
』
の
受
持
・

弘
通
を
委
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
願
生
の
菩
薩
＝
地
涌
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の
菩
薩
と
対
照
的
に
、
娑
婆
世
界
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受

持
・
弘
通
を
誓
う
が
許
可
さ
れ
な
い
菩
薩
た
ち
や
、
は
じ
め
か

ら
娑
婆
世
界
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
持
・
弘
通
を
断
念
・

回
避
す
る
声
聞
た
ち
の
姿
が
勧
持
品
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
。

釈
尊
は
、
見
宝
塔
品
に
お
い
て
、「
す
ぐ
に
釈
迦
牟
尼
仏
は
神

通
力
に
よ
っ
て
、
大
衆
を
受
け
と
め
て
み
な
虚
空
に
置
き
、
大

き
な
声
で
く
ま
な
く
四
衆
に
告
げ
た
、『
だ
れ
が
こ
の
娑
婆
国
土

で
、
敷
衍
し
て
『
法
華
経
』
を
説
く
の
か
。
今
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
で
あ
る
。
如
来
は
ま
も
な
く
涅
槃
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
仏
は

こ
の
『
法
華
経
』
を
し
っ
か
り
と
付
囑
す
る
。（
即
時
釈
迦
牟
尼
仏

以
神
通
力
、
接
諸
大
衆
皆
在
虚
空
。
以
大
音
声
普
告
四
衆
、
誰
能
於
此

娑
婆
国
土
、
広
説
妙
法
華
経
。
今
正
是
時
。
如
来
不
久
当
入
涅
槃
。
仏

欲
以
此
妙
法
華
経
、
付
囑
有
在
。）」（T

no.
262 ,

9 .
33 c211 -15

）
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
大
衆
に
、
釈
尊
滅
後
の
『
法
華
経
』
の
受

持
・
弘
通
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
て
、
勧
持
品
に

お
い
て
、
は
じ
め
に
、
薬
王
菩
薩
と
大
楽
説
菩
薩
は
二
万
の
菩

薩
の
眷
属
と
と
も
に
、
滅
後
の
弘
経
を
誓
う
。
そ
の
誓
い
の
言

葉
の
な
か
に
、「（
仏
滅
）
後
の
悪
世
の
衆
生
は
、
善
根
が
ま
す
ま

す
少
な
く
、
増
上
慢
が
多
く
、
利
益
と
供
養
を
貪
り
、
悪
業
を

増
し
、
解
脱
か
ら
遠
ざ
か
る
。
教
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
け
れ

ど
も
、
我
ら
は
偉
大
な
忍
耐
の
力
を
生
じ
て
、
こ
の
経
を
読
誦

し
、
受
持
、
解
説
、
書
写
し
、
様
々
な
仕
方
で
供
養
し
、
身
命

を
惜
し
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。（
後
悪
世
衆
生
善
根
転
少
、
多
増
上
慢
、

貪
利
供
養
、
増
不
善
根
、
遠
離
解
脱
。
雖
難
可
教
化
、
我
等
当
起
大
忍

力
、
読
誦
此
経
、
持
説
書
写
、
種
種
供
養
、
不
惜
身
命
。）」（36 a3 -5

）

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
釈
尊
滅
後
の
悪
世
の
衆
生
は
宗
教
的
に

劣
悪
な
存
在
で
、
教
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
「
大
忍
力
」（
偉
大
な
忍
耐
の
力
）
に
よ
っ

て
『
法
華
経
』
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

次
に
、
五
百
弟
子
受
記
品
に
お
い
て
授
記
さ
れ
た
五
百
の
阿

羅
漢
は
、「（
娑
婆
世
界
と
）
異
な
る
国
土
で
、
敷
衍
し
て
こ
の
経

を
説
こ
う
。（
於
異
国
土
広
説
此
経
。）」（36 a7

）
と
誓
い
、
さ
ら
に

授
学
無
学
人
記
品
で
授
記
さ
れ
た
八
千
人
の
声
聞
は
、「
我
ら
も

ま
た
他
の
国
土
で
敷
衍
し
て
こ
の
経
を
説
こ
う
。
な
ぜ
か
と
い

え
ば
、
こ
の
娑
婆
国
の
人
は
悪
が
多
く
、
増
上
慢
を
持
ち
、
功

徳
は
少
な
く
、
怒
り
で
濁
り
へ
つ
ら
い
、
心
は
誠
実
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。（
我
等
亦
当
於
他
国
土
広
説
此
経
。
所
以
者
何
、
是
娑

婆
国
中
人
多
弊
悪
、
懐
増
上
慢
、
功
徳
浅
薄
、
瞋
濁
諂
曲
、
心
不
実
故
。）」
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（36 a9 -12

）
と
誓
い
、
さ
ら
に
勧
持
品
で
授
記
さ
れ
た
比
丘
尼
た

ち
は
、「
我
ら
も
ま
た
他
方
の
国
土
で
こ
の
経
を
広
く
述
べ
伝
え

よ
う
。（
我
等
亦
能
於
他
方
国
土
広
宣
此
経
。）」（36 b7 -8

）
と
誓
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
声
聞
た
ち
の
共
通
点
は
、
娑
婆
世
界
以
外
の

国
土
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
受
持
・
弘
通
す
る
こ
と
を
誓
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
娑
婆
世
界
を
避
け
る
理
由
に
つ

い
て
は
、
八
千
人
の
声
聞
の
誓
い
の
な
か
に
出
る
よ
う
に
、
娑

婆
世
界
の
衆
生
が
宗
教
的
に
劣
悪
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
明

言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
の
薬
王
菩
薩
な
ど
の
誓
い
に
見
ら
れ

た
菩
薩
の
「
大
忍
力
」
を
欠
い
て
い
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
薬
王
菩
薩
な
ど
も
、
娑
婆
世
界
に
お
い

て
『
法
華
経
』
の
受
持
・
弘
通
を
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、

釈
尊
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
娑
婆
世

界
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
持
・
弘
通
は
、
地
涌
の
菩
薩
に

課
さ
れ
る
べ
き
責
任
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
娑
婆
世
界
が
穢
土
悪
世
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
す
で
に
見
た
宗
教
的
に
劣
悪
な

衆
生
の
存
在
や
、
勧
持
品
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
悪
世
の
比
丘
の

存
在
が
説
か
れ
、『
法
華
経
』
の
信
仰
者
へ
の
迫
害
の
実
態
が
示

さ
れ
て
い
る
。

（
11
）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
穢
土
悪
世
と
し
て
の
娑

婆
世
界
と
ま
っ
た
く
異
な
る
娑
婆
世
界
の
新
し
い
捉
え
方
が
如

来
寿
量
品
に
示
さ
れ
る
。
節
を
改
め
て
考
察
す
る
。

四
　
久
遠
の
釈
尊
と
娑
婆
世
界
の
浄
土
化

従
地
涌
出
品
の
弥
勒
菩
薩
の
地
涌
の
菩
薩
に
関
す
る
質
問
を

誘
い
水
と
し
て
、
如
来
寿
量
品
で
、
釈
尊
は
自
分
が
成
仏
し
た

の
は
今
世
で
は
な
く
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
は
る
か
遠
い
過
去

に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
あ
わ
せ
て
未
来
の
寿
命
は
、

成
仏
し
て
か
ら
現
在
（
釈
尊
が
こ
の
説
法
を
し
て
い
る
時
）
ま
で
の

時
間
の
二
倍
で
あ
る
と
説
く
。
つ
ま
り
、
釈
尊
の
仏
と
し
て
の

寿
命
の
永
遠
性
を
説
き
示
す
の
で
あ
る
。
如
来
寿
量
品
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
第
一
に
釈
尊
の
寿
命
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に

釈
尊
が
涅
槃
に
入
る
の
は
方
便
で
あ
る
こ
と
（「
方
便
現
涅
槃
」）、

第
三
に
信
仰
の
あ
る
者
は
釈
尊
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
方
便
現
涅
槃
」
の
思
想
は
、
釈

尊
が
涅
槃
に
入
っ
た
と
示
す
の
は
方
便
で
あ
り
、
真
実
に
は
涅

槃
に
入
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
私
は
も
と
菩
薩
道
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を
修
行
し
て
、
完
成
し
た
寿
命
は
、
今
も
な
お
尽
き
ず
、
ま
た

上
の
数
（
五
百
塵
点
劫
の
最
初
の
成
仏
か
ら
『
法
華
経
』
を
説
法
す
る

ま
で
の
時
間
）
の
二
倍
で
あ
る
。
し
か
し
今
、
真
実
の
涅
槃
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
に
『
涅
槃
に
入
る
で
あ
ろ
う
』
と
唱
え

る
。
如
来
は
こ
の
方
便
に
よ
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
。（
我
本
行

菩
薩
道
、
所
成
寿
命
、
今
猶
未
尽
、
復
倍
上
数
。
然
今
非
実
滅
度
、
而

便
唱
言
、
当
取
滅
度
。
如
来
以
是
方
便
教
化
衆
生
。）
」（42 c22 -24

）
、

「
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
、
方
便
に
よ
っ
て
涅
槃
に
入
る
姿
を

示
す
け
れ
ど
も
、
真
実
に
は
涅
槃
に
入
ら
な
い
。
常
に
こ
こ
（
霊

鷲
山
）
に
住
し
て
法
を
説
く
。
私
は
常
に
こ
こ
に
住
し
、
神
通
力

に
よ
っ
て
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た
考
え
を
持
つ
衆
生
に
、
身
近
に

い
て
も
（
私
の
姿
を
）
見
え
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。（
為
度
衆
生
故

方
便
現
涅
槃
　
而
実
不
滅
度
　
常
住
此
説
法
　
我
常
住
於
此
　
以
諸
神

通
力
　
令
顛
倒
衆
生
　
雖
近
而
不
見
）」（43 b16 -19

）
と
あ
る
。
つ
ま

り
、
久
遠
の
釈
尊
は
、「
常
住
此
説
法
」
で
あ
り
、
娑
婆
世
界
に

お
い
て
衆
生
を
救
済
し
続
け
る
。
娑
婆
世
界
で
は
な
く
、
他
の

浄
土
に
住
む
仏
た
ち
（
そ
の
代
表
は
阿
弥
陀
仏
）
が
穢
土
で
あ
る
娑

婆
世
界
に
、
仏
そ
の
ま
ま
の
姿
で
出
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
に
、
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
な
ど
の
諸
菩
薩
が
無
仏
の
世

に
、
仏
た
ち
に
代
わ
っ
て
娑
婆
世
界
の
衆
生
を
救
済
す
る
物
語

が
大
乗
経
典
に
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
久

遠
の
釈
尊
は
、
真
実
に
は
涅
槃
に
入
ら
ず
に
、
娑
婆
世
界
の
衆

生
を
残
り
な
く
救
済
す
る
こ
と
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

久
遠
の
釈
尊
は
、
娑
婆
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
菩
薩
の
役
割
を
も

担
う
も
の
と
し
て
、「
永
遠
の
菩
薩
道
を
歩
む
」
と
表
現
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。『
法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
道
を

考
察
す
る
際
、
見
逃
し
や
す
い
点
で
あ
る
が
、
久
遠
の
釈
尊
が

娑
婆
世
界
の
衆
生
の
救
済
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

菩
薩
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
12
）

こ
の
娑
婆
世
界
の
重
視
と
い
う
考
え
方
は
、『
法
華
経
』
の
常

不
軽
菩
薩
の
物
語
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
常
不

軽
菩
薩
は
自
分
の
出
会
う
あ
ら
ゆ
る
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆

塞
・
優
婆
夷
に
向
か
っ
て
、
彼
ら
を
礼
拝
し
、
ほ
め
た
た
え
て

「
私
は
深
く
あ
な
た
た
ち
を
尊
敬
し
、
軽
ん
じ
侮
ろ
う
と
は
し
ま

せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
あ
な
た
た
ち
は
み
な
菩
薩
道
を
修

行
し
て
、
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
す
。（
我

深
敬
汝
等
、
不
敢
軽
慢
。
所
以
者
何
、
汝
等
皆
行
菩
薩
道
、
当
得
作
仏
。）」

（50 c19 -20
）
と
語
り
か
け
る
。
し
か
し
、
何
の
資
格
も
権
限
も
な
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い
常
不
軽
菩
薩
の
行
な
っ
た
授
記
に
対
し
て
、
周
囲
の
多
く
の

も
の
が
激
怒
し
、
迫
害
を
加
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
菩
薩
は
遠

く
に
逃
げ
な
が
ら
も
、
ま
た
そ
こ
で
大
き
な
声
で
、「
私
は
あ
な

た
た
ち
を
軽
ん
じ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
た
ち
は
み
な

成
仏
す
る
で
し
ょ
う
。（
我
不
敢
軽
於
汝
等
。
汝
等
皆
当
作
仏
。）
」

（50 c29 -51 a1

）
と
唱
え
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
を
生
涯
に
わ
た
っ

て
続
け
た
常
不
軽
菩
薩
は
臨
終
の
と
き
に
、
過
去
の
威
音
王
仏

が
涅
槃
に
入
る
前
に
説
い
た
『
法
華
経
』
の
偈
が
空
中
か
ら
響

き
わ
た
る
の
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て

記
憶
し
、
す
ぐ
に
六
根
が
清
浄
と
な
り
、
さ
ら
に
自
分
の
寿
命

を
「
二
百
万
億
那
由
他
歳
」（51 a7

）
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

広
く
人
々
の
た
め
に
『
法
華
経
』
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
物
語
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
常
不
軽
菩
薩
の
寿
命

の
延
長
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
寿
命
の

延
長
の
理
由
は
、
彼
が
聞
い
た
『
法
華
経
』
を
人
々
に
説
く
た

め
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。
こ
れ
は
菩
薩
の
実
践
（
こ
の
文
脈

で
は
『
法
華
経
』
を
説
く
こ
と
）
の
た
め
に
、
常
不
軽
菩
薩
の
生
き

る
場
を
重
視
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
常
不
軽

菩
薩
は
釈
尊
の
過
去
世
の
姿
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
久
遠
の
釈
尊
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
釈
尊
像
が
示

さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
穢
土
悪
世
と
し
て
規
定

さ
れ
て
き
た
娑
婆
世
界
に
対
し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
規
定
が

な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
久
遠
の
釈
尊
の
住
す
る
霊
鷲
山
は
、

次
の
よ
う
に
浄
土
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
私
の
こ
の
国
土

は
安
穏
で
あ
り
、
神
々
は
常
に
充
ち
満
ち
て
お
り
、
公
園
や
堂

閣
は
さ
ま
ざ
ま
に
宝
石
で
飾
ら
れ
、
宝
の
樹
木
に
は
花
や
果
実

が
多
く
、
衆
生
が
遊
び
楽
し
む
場
所
で
あ
る
。
神
々
は
天
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
、
常
に
多
く
の
音
楽
を
演
奏
し
、
曼
陀
羅
花
を
降

ら
し
て
、
仏
や
大
衆
の
う
え
に
散
ら
せ
る
。
私
の
浄
土
は
壊
れ

な
い
の
で
あ
る
。（
我
此
土
安
隠
　
天
人
常
充
満
　
園
林
諸
堂
閣
　
種

種
寶
荘
厳
　
寶
樹
多
花
果
　
衆
生
所
遊
楽
　
諸
天
撃
天
鼓
　
常
作
衆
伎

楽
　
雨
曼
陀
羅
花
　
散
仏
及
大
衆
　
我
浄
土
不
毀
）」（43 c7 -13

）
と
。

こ
の
浄
土
の
描
写
は
、
娑
婆
世
界
が
穢
土
悪
世
と
い
わ
れ
る
こ

と
と
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
浄
土
の
存
在
は
、
久
遠
の

釈
尊
の
衆
生
救
済
の
永
遠
の
活
動
を
根
拠
と
し
て
成
立
し
て
い

る
と
、
私
は
考
え
る
。

こ
の
浄
土
は
、
如
来
寿
量
品
に
お
い
て
は
、
実
現
す
べ
き
目

標
と
し
て
で
は
な
く
、
存
在
す
る
浄
土
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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存
在
す
る
浄
土
と
い
っ
て
も
、
久
遠
の
釈
尊
に
と
っ
て
存
在
す

る
浄
土
で
あ
っ
て
、
苦
悩
に
沈
む
凡
夫
に
と
っ
て
現
実
に
存
在

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
あ
る
人
は
、『
法
華
経
』
の
指

示
す
る
修
行
と
し
て
、
瞑
想
の
な
か
で
娑
婆
世
界
を
浄
土
と
し

て
観
想
す
る
修
行
を
提
示
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
「
こ
の

浄
土
の
存
在
は
、
久
遠
の
釈
尊
の
衆
生
救
済
の
永
遠
の
活
動
を

根
拠
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
、
私
は
考
え
る
」
と
述
べ
た
が
、

釈
尊
滅
後
に
お
い
て
は
、
久
遠
の
釈
尊
の
正
統
な
継
承
者
で
あ

る
地
涌
の
菩
薩
の
菩
薩
道
の
実
践
に
よ
っ
て
、
こ
の
浄
土
は
支

え
ら
れ
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
凡
夫
の
立
場
か

ら
見
れ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
の
菩
薩
道
の
実
践
に
よ
っ
て
、
久
遠

の
釈
尊
に
と
っ
て
の
浄
土
が
、
凡
夫
に
と
っ
て
も
共
有
で
き
る

浄
土
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
を
地
涌
の
菩
薩
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
は
穢
土

悪
世
で
あ
る
娑
婆
世
界
を
浄
土
に
変
革
す
る
こ
と
を
目
指
す
菩

薩
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
久
遠
の
釈
尊
の
存
在
と
地
涌
の
菩
薩
の

実
践
と
が
協
働
し
あ
っ
て
、
久
遠
の
釈
尊
に
と
っ
て
は
本
来
の

浄
土
の
回
復
、
地
涌
の
菩
薩
と
凡
夫
に
と
っ
て
は
浄
土
の
実
現

と
い
う
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
い
。
こ
れ
は
一

種
の
『
法
華
経
』
の
発
展
的
な
解
釈
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
典

は
こ
の
よ
う
な
創
造
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
長
い
生
命
を
保
っ
て

き
た
と
も
言
え
る
。
浄
土
の
本
来
の
意
味
は
、
仏
が
菩
薩
で
あ

る
と
き
に
立
て
た
誓
願
が
成
就
し
て
実
現
し
た
国
土
で
あ
る
。

宗
教
的
に
劣
悪
な
衆
生
が
充
満
し
、
地
涌
の
菩
薩
を
迫
害
す
る

者
が
多
く
住
む
娑
婆
世
界
が
そ
の
ま
ま
浄
土
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
る
は
ず
は
な
く
、
地
涌
の
菩
薩
の
実
践
（『
法
華
経
』
の
思
想
を

弘
め
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
遊
楽
す
る
世
界
＝
浄
土
を
実

現
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
地
涌
の
菩
薩
の
実
践
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、

如
来
寿
量
品
の
浄
土
に
つ
い
て
、
存
在
す
る
浄
土
、
観
想
の
浄

土
で
は
な
く
、
実
現
す
べ
き
目
標
と
し
て
の
浄
土
と
い
う
解
釈

を
採
用
し
た
い
。

た
だ
、
我
々
は
浄
土
と
い
う
と
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
理
想
の
国

土
を
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
の
極
楽
浄
土
の
一
つ
の
特

色
と
し
て
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
の
衆
生
が
い
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
13
）こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
浄
土
と
い

っ
て
も
、
仏
・
菩
薩
ば
か
り
が
住
む
世
界
で
は
な
く
、
三
悪
道
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の
衆
生
を
除
く
、
仏
道
修
行
に
励
む
さ
ま
ざ
ま
な
衆
生
が
存
在

す
る
世
界
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
我
々
の
住
む
世
界
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
だ
に
戦
乱
や
飢
餓
な
ど
に
よ
っ
て
、
一

部
の
地
域
は
文
字
通
り
三
悪
道
の
苦
し
み
に
喘
い
で
い
る
し
、

物
質
的
に
豊
か
な
先
進
国
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
、

差
別
、
い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
部
の

人
々
に
は
三
悪
道
の
苦
し
み
が
現
出
し
て
い
る
こ
と
は
だ
れ
も

が
認
め
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
世
界
が
浄
土
で
あ
ろ

う
は
ず
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
涌
の
菩
薩
が
娑
婆
世
界
を

浄
土
化
す
る
と
い
っ
て
も
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
理
想
の
国
土
を
実

現
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
現
実
的
に
は
、
最
低

限
の
目
標
と
し
て
、
三
悪
道
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会

を
目
指
す
こ
と
が
実
践
的
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
し
ば
し
ば

政
治
・
経
済
的
な
文
脈
で
「
人
間
ら
し
い
生
活
」
が
目
標
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
目
標
は
人
間
に
と
っ
て
き
わ
め
て
自
然
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
た
い
へ
ん
控
え
め
な
目
標
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え

る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
実
現
困
難
な
課
題

で
あ
る
こ
と
は
、
誰
に
も
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
、
菩
薩
の
目
指
す
浄
土
の
実
現
は
難
し
い
こ
と
は
難
し
い
が
、

ま
っ
た
く
特
殊
な
宗
教
の
特
殊
な
目
標
、
絵
空
事
で
は
な
く
、

多
く
の
人
々
が
共
有
で
き
る
目
標
で
も
あ
る
と
思
う
。

後
世
、
こ
の
現
実
の
娑
婆
世
界
と
い
う
穢
土
が
そ
の
ま
ま
寂

光
浄
土
で
あ
る
と
い
う
「
娑
婆
即
寂
光
」「
穢
土
即
浄
土
」
と
い

う
考
え
も
生
ま
れ
た
（
14
）が
、
こ
れ
が
人
生
の
辛
酸
か
ら
遊
離
し
た

貴
族
の
単
な
る
哲
学
的
観
照
に
終
わ
っ
て
は
、
絵
空
事
に
な
っ

て
し
ま
う
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
に
、
そ
の
よ
う
な
観

想
的
な
浄
土
の
捉
え
方
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
に

一
定
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
私
は
、
如

来
寿
量
品
の
浄
土
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
実
現
す
べ
き
浄
土
と
捉

え
た
い
と
思
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
は
願
っ
て
穢

土
悪
世
の
娑
婆
世
界
に
生
ま
れ
て
き
て
、
娑
婆
世
界
の
浄
土
化

を
目
指
す
存
在
で
あ
る
と
捉
え
た
い
と
思
う
。

五
　
結
び

釈
尊
滅
後
の
『
法
華
経
』
の
担
い
手
で
あ
る
地
涌
の
菩
薩
は
、

願
生
の
菩
薩
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
ま
た
、

こ
の
「
願
」
を
め
ぐ
っ
て
、「
宿
業
の
自
覚
」
か
ら
「
本
願
の
自

覚
」
へ
の
自
覚
の
深
化
、「
救
わ
れ
る
者
」
か
ら
「
救
う
者
」
へ
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の
転
換
に
つ
い
て
考
察
し
、
最
後
に
、
娑
婆
世
界
の
教
主
で
あ

る
久
遠
の
釈
尊
の
存
在
と
、
そ
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
地
涌

の
菩
薩
の
実
践
に
よ
っ
て
、
穢
土
悪
世
で
あ
る
娑
婆
世
界
か
ら

逃
避
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
現
実
世
界
で
あ
る
娑
婆
世
界
を
浄

土
化
す
る
思
想
を
読
み
取
っ
た
。

大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、
輪
廻
（
生
死
）
と
解
脱
（
涅
槃
）
の

二
元
的
対
立
が
超
克
さ
れ
、
我
々
が
生
き
る
こ
の
現
実
世
界
を

重
視
す
る
考
え
が
生
ま
れ
た
。

（
15
）

こ
の
考
え
が
、
仏
教
を
世
界
宗

教
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
新
し
い
文
化
創

造
の
理
念
を
提
供
し
て
き
た
背
景
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
現
実
の
世
界
は
、
本
来
、
人
間
が
幸
せ
を
満
喫
す
る
場

所
で
あ
る
と
い
う
『
法
華
経
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
我
々
を
勇

気
づ
け
て
く
れ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
世
界
、
社
会
の
建
設
に
強

く
方
向
づ
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
私
自
身
は
、

こ
の
苦
し
み
多
い
現
実
の
世
界
を
衆
生
の
遊
楽
す
る
こ
と
の
で

き
る
世
界
に
変
え
て
ゆ
く
生
き
方
を
、『
法
華
経
』
か
ら
学
び
た

い
と
思
う
。

注（
１
）
道
生
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』、
法
雲
『
法
華
義
記
』
は
、
提
婆
達

多
品
を
欠
く
二
十
七
品
の
『
法
華
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ

る
。

（
２
）
田
村
芳
朗
「
法
華
経
に
お
け
る
菩
薩
精
神
」（
西
義
雄
編
『
大

乗
菩
薩
道
の
研
究
』
所
収
、
一
九
六
八
年
、
平
楽
寺
書
店
）
二

三
六
頁
を
参
照
。

（
３
）
異
訳
の
真
諦
訳
『
部
執
異
論
』
に
も
、「
も
し
（
釈
迦
）
菩
薩

が
悪
道
に
生
ま
れ
よ
う
と
願
え
ば
、
願
力
の
ゆ
え
に
、
す
ぐ
に

（
悪
道
に
）
行
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
若
菩
薩
有
願

欲
生
悪
道
、
以
願
力
故
、
即
得
往
生
。）」（T

n
o.
2031,

49.

20c11-12

）
と
あ
る
。
山
田
龍
城
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』

（
一
九
五
九
年
、
平
楽
寺
書
店
）
一
六
二
―
一
六
四
頁
を
参
照
。

ま
た
、
中
村
元
『
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ
』（
一
九
九
四

年
、
春
秋
社
）
九
五
―
九
六
頁
を
参
照
。

（
４
）
ニ
ー
チ
ェ
の
「
運
命
愛
」（am

or
fati

）
に
も
通
じ
る
点
が
あ

る
と
思
う
。

（
５
）『
法
華
経
』
の
成
立
を
歴
史
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
地
涌
の
菩

薩
は
、『
法
華
経
』
が
印
度
で
成
立
し
た
時
点
に
お
け
る
『
法

華
経
』
の
信
仰
者
の
自
画
像
、
自
意
識
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。

（
６
）
方
便
品
、
「
諸
仏
は
五
濁
悪
世
に
出
現
す
る
。
い
わ
ゆ
る
劫

濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
見
濁
・
命
濁
で
あ
る
。
舍
利
弗
よ
。

劫
が
濁
り
乱
れ
る
時
、
衆
生
の
垢
れ
は
重
く
、
物
惜
し
み
し
嫉

妬
し
、
多
く
の
悪
業
を
成
し
遂
げ
る
の
で
、
諸
仏
は
方
便
力
に
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よ
っ
て
、
一
仏
乗
に
つ
い
て
、
区
別
し
て
三
乗
を
説
く
。（
諸

仏
出
於
五
濁
悪
世
。
所
謂
劫
濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
見
濁
・

命
濁
如
是
。
舍
利
弗
。
劫
濁
乱
時
、
衆
生
垢
重
、
慳
貪
嫉
妬
、

成
就
諸
不
善
根
故
、
諸
仏
以
方
便
力
、
於
一
仏
乗
分
別
説
三
。）」

（7b23-27
）
を
参
照
。

（
７
）
た
と
え
ば
、「
吾
滅
後
悪
世
」（31a25

）、「
若
仏
滅
後
　
於
悪

世
中
」（34a22
）、「
仏
滅
度
後
　
於
悪
世
中
」（34a27

）
な
ど

を
参
照
。

（
８
）
譬
喩
品
の
描
写
に
つ
い
て
は
、13c19-14b14

を
参
照
。

（
９
）
娑
婆
世
界
が
穢
土
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
方
便
品
の
五
濁
悪

世
と
譬
喩
品
の
火
宅
の
描
写
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
勝
呂
信
静

『
増
訂
法
華
経
の
成
立
と
思
想
』（
初
版
一
九
九
三
年
、
改
訂
版

一
九
九
六
年
、
大
東
出
版
社
）
二
八
一
―
二
八
二
頁
を
参
照
。

（
10
）
娑
婆
世
界
が
浄
土
に
変
化
さ
せ
ら
れ
る
物
語
は
、
如
来
寿
量
品

に
出
る
娑
婆
世
界
を
浄
土
と
見
な
す
考
え
方
（
次
節
で
考
察
す

る
）
の
準
備
的
叙
述
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
見
宝
塔

品
で
は
、
釈
尊
の
神
通
力
に
よ
っ
て
娑
婆
世
界
が
浄
化
さ
れ
て

い
る
点
が
、
如
来
寿
量
品
に
お
い
て
説
か
れ
る
久
遠
の
釈
尊
と

地
涌
の
菩
薩
の
協
働
に
よ
る
浄
化
と
は
相
違
す
る
。

（
11
）36b21-37a1

を
参
照
。

（
12
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
文
で
引
用
し
た
鳩
摩
羅
什
訳
、「
我
本

行
菩
薩
道
、
所
成
寿
命
、
今
猶
未
尽
。」
に
対
応
す
る
梵
本
で

は
、「
善
男
子
よ
、
わ
た
し
に
は
、
い
ま
な
お
か
つ
て
の
菩
薩

行
は
成
し
と
げ
ら
れ
て
い
ず
、
寿
命
の
量
も
ま
た
満
た
さ
れ
て

い
な
い
。」“na

ca
t åvan

m
e
kula-putr å

ady åpi
paurvik¥

b
od
h
isattv

a-cary
å
p
arin
i ∑p

åd
it ,

åy
u

∑-p
ram

åˆam
ap
y

ap
arip
u _r ˆam

”

（S
ad
d
h
arm
ap
u

ˆ∂ar ¥k
a,
ed
.
b
y
H
.K
ern

and
B
unyiu

N
anjio,

p.
319

）と
あ
り
、
釈
尊
が
菩
薩
行
を
成

就
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
さ
ら
に
菩
薩
行
を
継
続
す
る
こ
と
を

説
い
て
い
る
。

田
村
芳
朗
、
前
掲
論
文
、
二
五
〇
頁
を
参
照
。

翻
訳
も
田
村
氏
に
よ
る
。
た
だ
し
、
中
村
瑞
隆
氏
は
、
鳩
摩
羅

什
訳
に
一
致
す
る
梵
本
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
現
代
語
訳
　
法
華
経
』
下
（
一
九
九
八
年
、
春
秋
社
）
二
三

七
頁
を
参
照
。

（
13
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
、「
た
と
い
私
が
成
仏
し
て
も
、
国
に
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
が
あ
れ
ば
、
正
し
い
悟
り
は
取
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。（
設
我
得
仏
、
国
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
者
、
不
取
正
覚
。）」

（T
no.360,12.267c17-18

）
を
参
照
。

（
14
）
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
巻
第
九
下
、「
そ
れ
ゆ
え
経
に
『
私
の
国

土
は
壊
れ
ず
、
常
に
霊
山
に
存
在
す
る
』
と
い
う
。
ど
う
し
て

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
を
離
れ
て
別
に
常
寂
光
土
を
求
め
る
の
か
。
寂

光
土
の
外
に
別
に
娑
婆
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
故

経
云
、
我
土
不
毀
、
常
在
霊
山
。
豈
離
伽
耶
別
求
常
寂
。
非
寂

光
外
別
有
娑
婆
。）」（T

n
o.
1719,

34.
333c2-4

）
は
、
娑
婆

即
寂
光
の
考
え
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（
15
）
中
国
の
太
虚
（
一
八
九
〇
―
一
九
四
七
）
の
提
唱
し
た
「
人
間

仏
教
」
の
理
念
も
、
私
が
本
稿
で
考
察
し
た
『
法
華
経
』
の
現

実
世
界
の
重
視
と
思
想
的
に
通
じ
る
点
が
あ
る
と
思
う
。

（
か
ん
の
　
ひ
ろ
し
／
創
価
大
学
教
授
）
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